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Ⅰ 対数関数 y＝ log x は指数関数 y＝ ア の逆関数である。f ( x )＝ log x，

g( x )＝ ア とおく。x＝ c ( c＞0) における f ( x )の微分係数は

f′( c )＝ イ であり，曲線 y＝ f ( x ) 上の点�� ウ ，2��における曲線の

接線を表す方程式は y＝ エ である。

h( x )＝ エ とおく。関数 y＝ h( x ) の逆関数は y＝ オ である。

直線 y＝ オ は，曲線 y＝ g( x ) 上の点�� カ ， キ �
�における曲

線の接線の方程式と一致する。

a＞1として，曲線 y＝ f ( x ) と x軸と直線 x＝ a で囲まれる図形の面積を Sa

とする。曲線 y＝ f ( x ) と x軸との共有点は�� ク ， ケ �
�であり，

a＝ コ のとき Saは Sa＝2a＋1をみたす。

曲線 y＝ g( x ) と直線 y＝ コ との共有点は�� サ ， シ �
�であり，

サ�� �
� シ － g( x )��dx＝ ス

となる。ただし， サ ， シ ， ス は aを用いずに答えよ。

数 学

次のⅠ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳの設問について問題文の にあてはまる適当なものを，

解答用紙の所定の欄に記入しなさい。なお，分数を記入する際は，既約分数を記入し

なさい。
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Ⅱ
〔1〕 1から10までの番号をつけた10個のボールを A，B，Cの3つの箱に分け

る場合を考える。A に3個，Bに3個，Cに4個に分ける場合，分け方の総数

は ア 通りである。また，A，B，Cの箱の区別を無くし，ボールを3個，

3個，4個に分ける場合，分け方の総数は イ 通りとなる。

次に，区別の付かないボール10個を A，B，Cの箱に分ける場合を考える。

分け方の総数は ウ 通りである。ただし，ボールの入っていない箱があっ

てもよい。また，A に1個以上，Bに2個以上，Cに3個以上とボールを分け

る場合，分け方の総数は エ 通りとなる。

― 3 ―

（Mab⑧）



〔2〕 正 N 角形 ( N ≧3)の各頂点を，時計回りに A0，A1，…，AN－1とする。

コインは時計回りに各辺を進み頂点を移動する。次のルール1またはルール

2で，1個のさいころを投げたときの出た目によって移動する辺の数は決まる。

続けてさいころを投げる場合は，それまでに進んだ頂点から進むものとする。

（1） ルール1：さいころの出た目が奇数の場合は辺を1つ進み，偶数の場合

は辺を2つ進む。

次の（ａ），（ｂ），（ｃ）について考える。（ａ），（ｂ），（ｃ）のそれぞ

れにおいて，コインは A0にある状態から始める。

（ａ） N ＝8のとき，さいころを3回投げたあと，コインが A6にある

確率は オ である。

（ｂ） N ＝4のとき，さいころを3回投げたあと，コインが再び A0に

ある確率は カ である。

（ｃ） N ＝6のとき，さいころを4回投げたあと，コインが再び A0に

あった。このとき，1回目にさいころの1の目が出た確率は

キ である。

（2） ルール2：さいころで1または偶数の目が出た場合は辺を2つ進み，そ

れ以外は辺を1つ進む。

コインは A0にある状態から始める。N ＝4のとき，さいころを8回投

げたあと，コインが A1にある確率は ク である。

― 4 ―

（Mab⑧）



Ⅲ
〔1〕 数直線上において，点 A は正の方向への移動と負の方向への移動を交互に

繰り返し，前回の移動距離の 12 倍の距離を移動する。この移動を n回行った

後の点 A の位置を Pn( xn )とする。ただし，点 A は最初は原点にあり，点 P0

の座標 x0は x0＝0とする。1回目の移動では，点 P0から正の方向に1移動

し，点 P1の座標 x1は x1＝1となる。2回目の移動では，点 P1から負の方向

に前回の移動距離の 12 倍の距離を移動し，点 P2の座標 x2は x2＝ ア と

なる。点 P3の座標 x3は x3＝ イ となる。この移動を n ( n≧1)回行っ

たときの点 Pnの座標 xnは，nを用いて xn＝ ウ である。また，

n→∞
lim xn＝ エ である。

〔2〕 円に内接する十四角形があり，その頂点を時計回りに P0，P1，P2，…，P13

とする。十四角形の対角線の総数は オ 本である。 オ 本の対角線の

交点の総数 N を求める。ただし，頂点は交点としては数えず，交点が重なっ

た場合には重複して数える。

まず，頂点 P0から出るすべての対角線上にある交点の総数を求める。

2≦ n≦12に対して，P0Pn上にある交点の数を bnとする。b2＝ カ ，

b3＝ キ となり，bnは nを用いて bn＝ ク となる。 ク は，

n＝1で0となる。よって，頂点 P0から出るすべての対角線上にある交点の

総数は ������ bn＝ ������ ク ＝ ケ となる。したがって，N ＝ コ

となる。
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Ⅳ 原点を Oとする座標空間において，4点 A (0，1，1)，B (2，0，1)，

C (0，2，3)，D (4，2，2)がある。解答欄 ア ～ タ は数値で答え

よ。

�� � �� �〔1〕 OA ＝ a，OC＝ c とする。直線 ABおよび直線 CDのベクトル方程式がそ

れぞれ，
� � � � � �直線 AB：p＝ a＋ sm， 直線 CD：p＝ c＋ t n（ s，tは媒介変数）

と表されるとき，

� �
m＝�� ア ，－1， イ �

�， n＝�� ウ ， エ ，－1��

である。

〔2〕 平面 αを考える。直線 ABは平面 α上にあり，直線 CDは平面 αと共有点を
�� � �もたない。このとき，平面 α上の点を Pとすると，APは，mと nを用いて表

される。

これより，2つのベクトルと媒介変数 k1，k2を用いて

�� ��
OP＝ OA ＋ k1

�
�－2，1， オ �

�＋ k2
�
�－4，0， カ �

�

と表される。

点 Q (1，0，－4)から平面 αに下した垂線と平面との交点を Hとする。

点 Hの座標は，�� キ ， ク ， ケ �
�であり，線分 QHの長さ

は コ である。

〔3〕 点 R (2，－1，2)を通り，2直線 AB，CDとそれぞれ共有点をもつ直線を

lとする。直線 ABと lとの交点の座標は�� サ ， シ ， ス �
�，

直線 CDと lとの交点の座標は�� セ ， ソ ， タ �
�である。
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